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要 旨 
 

現在北海道開発局においては、一般化貯留関数法とカ

ルマン・フィルター理論を組み合わせた洪水予測システ

ムが稼動中であるが、後述するようにいくつかの問題点

が指摘されている。これらの問題点を解決するために、

「損失項を含む貯留関数法（１段タンク型貯留関数モデ

ル）」と「地下水流出成分を含む貯留関数法（２段タン

ク型貯留関数モデル）」による新しい予測モデルを開発

して、予測精度の向上を図ってきた。 

しかしながら、洪水流出のオンライン予測モデルの選

定を行う上で、洪水防御施設操作、洪水予警報の伝達、

避難・水防活動などの緊急性を考慮すると、計算時間が

あまりかかりすぎる複雑なモデルは極力さけるべきで

ある。また、洪水予測の実運用という観点からは、実務

者が普段から慣れ親しんでいるモデルを採用すること

が望ましい。以上の事実を踏まえて、現行予測モデルと

新規予測モデルを併用する案が現場から強く要請され

ている。 

本報告では、現行システムに含まれる問題点の解決す

る目的で、一般化貯留関数法を用いた洪水予測手法を改

良し、実用性の向上を図る。 
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